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１．はじめに 

近年問題となっている夏季の異常高温による作物の生育障害の現況把握と対策を進めるには、

圃場の気温を正確に測定する必要がある。自然通風に依存した百葉箱などでは、弱風下で強い日

射を受けると気温が実際より高めに観測される傾向があるため、強制通風筒の使用が不可欠であ

る。しかし、市販の強制通風筒は 1 台数十万円程度と高価なため利用が限られている一方、自作

する場合には測定精度を確保できる構造の検討や、製作の容易さ、仕上がりの均質性が課題であ

った。そこで、既製の大量生産資材を組み合わせ、低コストながら卓越した性能を備え、自作も

可能な強制通風筒「NIAES-09」を開発した （福岡ら、2010）。福岡ら （2011） ではNIAES-09

型の構造と製作法を解説したが、本稿では NIAES-09 型を改良して小型化した「NIAES-09S」の

製作法を図解する。 

 

２．概要と特長 

NIAES-09S 型 （図 1） は、低コストで

製作可能な簡易な構造でありながら，気象

官署において現在使用されている JMA-95 

型地上気象観測装置の強制通風筒（以下、

JMA-95 型） と遜色ない観測精度を備えた

縦型の強制通風筒である NIAES-09 型 （福

岡ら、2010；福岡ら、2011） の小型改良

版である。なお、比較観測の結果は福岡ら 

（2010）を参照されたい。 

主要部は大量生産される建築資材をほ

ぼそのまま組み合わせた簡易な構造としたため、自作でも均質な仕上がりが容易に得られ

る。温度センサ格納部は、強制給排気（FF）式給湯器の給排気管として用いられるステン
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図１：NIAES-09S 型の外観 (左) と構造 (右) 
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ス二重管の内筒に塩ビ管（ライト管）を挿入した構造になっており、温度センサはライト

管内に吊り下げる。温度センサ格納部の上部には汲取式トイレ用の換気扇を取付け、温度

センサ格納部下端から空気を吸引する。設置用金具を含む材料費は、温度センサーを除い

て 2 万円以下である。なお、NIAES-09 型の概要と特長の詳細については福岡ら （2011） を

参照いただきたい。ここでは、NIAES-09 型に対する NIAES-09S 型の改良点を解説する。 

NIAES-09 型ではステンレス二重管として、給湯器メーカー各社のカタログに収載されて

いて入手性が良い外筒径 100mm×内筒径 75 mm×有効長 300 mm （全長 355 mm） のもの

を使用したが、NIAES-09S 型では径が同じで長さが短い有効長 145 mm （全長 200 mm） の

二重管 （東北綜合器材（株） W17L145）を使用する。NIAES-09S 型は NIAES-09 型と比

べて高さ方向の大きさが約 15 cm 小さくなるため、設置用の支柱の高さを低くすることが

できるとともに、重さを 200 g 程度軽くできる利点がある。なお、NIAES-09S 型は NIAES-09

型と同等の観測精度を有することを確認している。 

 

３．製作方法 

ここでは、NIAES-09S 型に小型温湿度センサー・ロガーである和光純薬工業 （株）

「THMchip」またはアズワン （株） 「RX-350TH」を組み合わせて温湿度観測を行う場合

を例に、NIAES-09S 型の製作方法を図解する。製作方法は図 2～図 5 の通りである。なお、

指定された部品および構造は慎重に検討を重ねた上で決定されたものであり、安易な変更

は精度を損なう恐れがある。 

 

４．使用上の注意 

NIAES-09 型の二重管とその内部を構成する部品は全て摩擦によって保持される構造と

なっている。通常の使用状態では落下することはないが、万が一落下した場合に人や物に

危害が及ぶ場所には設置しないよう注意されたい。また、部材の経時劣化への対策につい

ては、NIAES-09 型と同様に福岡ら （2011） を参照して適切に保守されたい。 

換気扇の電源には AC100V を使用するため，プラグ部分への雨水の浸入による感電事故

の予防策が必須である。プラグに雨水がかかる可能性がある場合にはプラグに屋外用防雨

型変換カバー （たとえば （株） ハタヤリミテッド 「プラグカッパーII」） を被せ、漏

電遮断器を備えた電源の防水コネクタボディと接続する。 

栽培試験圃場において気温を観測する際の地点や高度の設定方法については福岡と吉本 

（2012） を参考にされたい。 

NIAES-09S 型では多くの部材をその製造者が想定する使用形態から外れて流用している

ので、製作および観測は製作者の自己責任において実施し、部材製造者に責を問うことの

ないようにご留意されたい。製作および観測中の事故や観測結果に関し、著者やその所属

機関は一切責任を負わない。 
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